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1．社長メッセージ

ＣＳＲサイトレポートを発行するにあたり一言ご挨拶申し上げます。

株式会社レゾナックＨＤ山形は、レゾナックグループのハードディスク事業の

重要生産拠点として、開業以来「安全・安定操業、環境トラブルゼロ」を事業

継続の大前提と掲げております。

ハードディスクは、パソコンやデータセンター向けハードディスクドライブ

（ＨＤＤ）を始めとして、カーナビゲーション、外付けＨＤＤ、ＨＤＤレコーダー、

ゲーム機、ＶＲ、監視カメラ等に広く使用されている大容量記録媒体であり、

レゾナックグループのハードディスク事業は、世界の２０％余りの市場シェアを占めています。

近年では、ＩｏＴの伸張に伴うビッグデータの活用、クラウド・モバイルの普及によるデータセンターの大容

量化が進むと同時に、今後は生成AIによる新たなデータの創出が見込まれることから、データセンターで

利用されるニアラインＨＤＤ（ＮＬ-ＨＤＤ）は益々重要な役割を担うことが期待されております。

当社は、ＮＬ-ＨＤＤ向け高容量ハードディスクの技術革新をさらに推し進めており、アルミニウム基板の

薄板化、高剛性化を追求し、今後も拡大進化を続ける高度デジタル化社会にいっそう貢献してまいります。

ＳｉＣパワー半導体は、現在主流のシリコン半導体に比べ高電圧特性、大電流特性に優れ、電力損失も

大幅に削減できることから、電力制御に用いるモジュールの高効率化、カーボンニュートラルを実現する製

品として市場が拡大しており、今後さらなる需要拡大が見込まれております。ここ山形でも高性能、高品質

のＳｉＣウェハの供給に向けて、早急に準備を進めているところです。

新型コロナウイルス感染症による社会生活への不安が広がる中、今後も良き企業市民としてCSR活動を

実践し、安全・安心・快適で環境負荷の少ない持続可能な低炭素社会の実現に向け、事業を力強く推進い

たします。

代表取締役社長 真壁 保志

2．事業所長メッセージ

株式会社レゾナックＨＤ山形は、レゾナックグループがグローバルに展開するハードディスク事業の基幹

工場として2009年7月に操業を開始しました。開業以来、「安全・安定操業、環境トラブルゼロ」を継続できて

おりますのは、ひとえにお客様、サプライヤー様、協力企業様、社員並びに関係各位のご支援、ご協力の

賜物と深く感謝申しあげます。ハードディスクは、DX、IoT、AI等の伸張を支えるハードディスクドライブの基

幹部品であり、高度デジタル化社会の進展に伴い、高容量化、更なる信頼性の向上、コストダウンが益々

求められています。加えて、SiCエピウエハーは今後、EVや再生可能エネルギーシステムで使われる次世

代パワー半導体向けに大きな市場成長が見込まれており、その供給準備を進めています。

レゾナックHD山形は、グループの新しい企業理念である「化学の力で社会を変

える」をパーパスとして、技術のイノベーションをベースに、「Best-In-Class（BIC）」

製品の安定供給を通して、顧客並びに社会のニーズに応え、ステークホルダーの

皆さまとの共創により当社らしい価値を提供し続けることで、社会と共に持続的な

成長を実現してまいります。 また、化学メーカーとして、安全・環境・品質などの

視点から責任ある工場運営を心掛け、『安全とコンプライアンスはすべてに優先す

る』という信念を持って、安全文化の醸成と各種事故の根絶に取り組み、社会の持

続可能な発展に貢献してまいります。

本レポートをご覧いただき、わたくしたちの取り組みへの忌憚のないご意見をお聞かせくださいますよう

お願い申しあげます。

取締役事業所長 工藤 正典
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3．会社概要

【 】

レゾナック エイチディーヤマガタ

◆ ◆
＜株式会社レゾナックの100%子会社＞

■ 操業開始

■ 資本金

■ 従業員

■ 所在地

■ 事業内容

ハードディスクメディア

■ 設 立

■ 資本金

■ 従業員

■ 本社所在地

■ 売上高

• ＣＳＲレポートの報告対象範囲

昭和電工ＨＤ山形(株) としての２０２２年４月～１２月及び(株)レゾナックHD山形としての２０２３年１月～３月を対象期間とし、

対象範囲は、本社及び基板工場をです。但し、環境データの一部は、２０２２年１月～１２月のものです。

２００９年（平成２１年） ７月１日

４５０百万円（２０２２年１２月３１日現在）

社員：３６７人、協力会社：４４７人 （２０２２年１２月３１日現在）

〒９９９－３７０１ 本社：山形県東根市大字東根甲５４００番地２

〒３２３－８６７８ 基板工場：栃木県小山市犬塚１丁目４８０番地

磁気ディスク装置用アルミニウム基板及び

記録メディアの開発、製造、販売

１９３９年（昭和１４年） ６月

１８２，１４６百万円（２０２２年１２月３１日現在）

グループ連結：２５,８０３人（２０２２年１２月３１日現在）

〒１０５－７３２５ 東京都港区東新橋１－９－１ 東京汐留ビルディング

グループ連結：１兆３，９２６億円 （２０２２年１２月期）

【 】

■ 設 立

■ 本社所在地

■ 事業内容

１９６２年（昭和３７年）１０月

〒１０５－７３２５ 東京都港区東新橋１－９－１ 東京汐留ビルディング

エレクトロニクス、モビリティ、機能材料、石油化学、基礎化学品、

グラファイト、デバイスソリューション、ライフサイエンス
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4．事業所方針

２０２２年 ＳＨＤＹ事業所方針 

1. アルミ基板増産の実行 
 

 

 

２．No.1品質・No.1生産性の堅持 
 

 

 

３．新規プログラムの垂直立上げ 
 

 

 

４．事業所基盤の強化 
 

 

 

５．安全安定操業とコンプライアンスの徹底  
 

 

 

 

以   上 



千葉拠点

山形拠点

シンガポール拠点

台湾拠点

台湾基板拠点

マレーシア基板拠点

小山基板拠点

5．マネジメントシステム

■ 顧客満足度の向上を目指した活動
1. お客様とよりよい関係の構築
・各場面(開発/量産/出荷先)で顧客との定期打合せにより、品質状況の共有と要求事項への対応をしています。

打合せ名 内容 参加組織

開発コラボ会議 ・新機種設計仕様と目標達成度の確認

・市場品質状況、市場要求事項の確認

顧客設計部門

当社開発部門

量産コラボ会議 ・量産状況確認と品質課題への対応

・継続的改善活動

顧客SQE部門(国内/海外)

当社品証部門(各製造拠点)

当社プロセス改善部門
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BIC practice –拠点相互に
良いところ取りの水平展開

他拠点セカンド認定と改善
の支援

Best In 
Class 

活動

顧客品
質状況

基板品
質状況

障害例
に学ぶ
予防策

製造改
善情報

定期品
質比較

定期拠
点集会

障害事例共有化データベースを用いた
全拠点への改善策、予防策展開

■品質マネジメントシステムの維持強化
(業務方針、方向の明確化と進捗管理)

1. 品質方針
・方針展開は以下の通りトップダウンにより周知徹底を図っています。
㈱レゾナックデバイスソリューション事業部⇒事業所方針
⇒各部方針⇒全従業員

2. 業務遂行の重要ポイント
・各部における重要な業務プロセスを明確にします。
・更に、その業務と各部とのかかわりも明確にしています。
・実績検討会や生産会議の場で、トップへ報告を行います。

3. 国際規格ISO9001の取得
・２０１０年１月に品質マネジメントシステムの国際規格ISO９００１の
認証を取得しました。また２０１６年１月には小山基板工場を統合し、
基板とメディアの開発、製造、販売へ認証を拡大しております。
認証番号 ：ＱＣ０９Ｊ００７６
登録日 ：２０１０年１月６日
認証機関 ：株式会社日本環境認証機構（ＪＡＣＯ)

2. お客様の満足とさらなる安心をめざす安定品質の提供
・ ニアライン機種及び基板のマザー工場として、初回認定を受けた後、他拠点のセカンド認定と量産時の改善の支援を
行っています。

・ 全製造拠点間で媒体に関する顧客品質状況や主な基板供給拠点間での製造品質・改善情報の共有により、品質格差
の低減と顧客品質問題に対する先取り対策を水平展開しています。この活動はレゾナックグループのHD事業における
全体活動として行われており、Best in Class活動と呼ばれています。
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労働安全衛生・環境マネジメントシステムの構築

【労働安全衛生・環境方針】
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労働安全衛生・環境マネジメントシステム

＜環境マネジメントシステム＞

・認 証 規 格： ＩＳＯ１４００１：２０１５

（ＪＩＳ Ｑ １４００１：２０１５）

・登 録 番 号： １２ＥＲ・８６２

・初回登録日： ２００９年１１月２５日

・認 証 機 関： 高圧ガス保安協会 ＩＳＯ審査センター

（ＫＨＫ-ＩＳＯ Ｃｅｎｔｅｒ）

㈱レゾナックＨＤ山形は２００９年１１月に「環境マネジメントシステム」の認証を取得しました。「労働安全衛生マネジメントシステム」は

２０２１年１月にＯＨＳＡＳ１８００１よりＩＳＯ４５００１の認証への移行が完了しました。二つのマネジメントシステムを統合した運営を行い、

効率的な活動を展開しています。

＜労働安全衛生マネジメントシステム＞

・認 証 規 格： ＩＳＯ４５００１：２０１８

（ＪＩＳ Ｑ ４５００１：２０１８）

・登 録 番 号： ２１ＨＲ・０２３

・初回登録日： ２０２１年１月２９日

・認 証 機 関： 高圧ガス保安協会 ＩＳＯ審査センター

（ＫＨＫ-ＩＳＯ Ｃｅｎｔｅｒ）

環境活動に関しては、各部門において環境負荷低減を推

進しています。

労働安全衛生活動に関しては、職場の各部門内の小グ

ループにて危険リスクを抽出し、危険源の排除活動を行い、

安全で快適な職場環境を実現しています。

これらの活動はマネジメント委員会にて審議され、活動の

スパイラルアップを行う体制としています。

定期的に実施される内部監査や外部審査により、労働安

全衛生・環境活動の運用状況や継続的改善の状況について

チェックしています。

労働安全衛生・環境マネジメント組織
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当社は製品を提供するために、さまざまな原材料を調達し、燃料・電力などのエネルギーや水資源を使用しています。また、

生産活動に伴って発生する環境負荷の低減活動も積極的に行っています。

6．環境負荷の概要

INPUT OUTPUT

原料・副資材

【製品】

株式会社レゾナックＨＤ山形

※ゼロエミッション達成中： 定義は埋立処分量が廃棄物発生量の０．５％以下であること。

＜基板工場（栃木県小山市）＞

＜本社（山形県東根市）＞

〔算出対象期間：２０２２年４月１日～２０２３年３月３１日〕

＜本社＞

エネルギー412,435GJ

・購入電力： 36,443千kWh

・重油： 1,517 ㎘

・LPG： 4 ｔ

＜基板工場＞

エネルギー：279,375GJ

・購入電力： 18,983千kWh

・蒸気 ： 32,358 ｔ

・ガソリン ： 2 ㎘

＜基板工場＞

水資源：１８３．２万㎥

・地下水： 1,831,678㎥

＜本社＞

水資源： ６１．０万㎥

・上 水 道 ： 6,587㎥

・工業用水： 603,815㎥
【廃棄物】※

＜本社＞

再資源化量： １，４１２ ｔ

埋立処分量： ０ ｔ

事業系一般廃棄物量： ３ ｔ

＜基板工場＞

再資源化量： ９，４６６ ｔ

埋立処分量： ０ ｔ

【有価物】

＜本社＞

有価物量： １７０ ｔ

＜基板工場＞

有価物量： ２１１ ｔ

【大気排出】

（エネルギー起源のみ）

＜本社＞

CO2排出量：22,199t-CO2

＜基板工場＞

CO2排出量：13,977t-CO2

【排水】

＜本社＞

公共用水域： ５１．７万㎥
（河川）

下水道： １．２万㎥

＜基板工場＞

公共用水域： ９８．３万㎥
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7．地球温暖化対策

8．廃棄物対策

エネルギー起源CO2の排出量削減

以下の活動を実施し、エネルギー起源のＣＯ２排出量の削減に取り組んでいます。

（注：本社のみの値）

CO2以外の温室効果ガス削減

記録メディア製造工程で使用する溶剤(ＨＦＣ：代替フロンの

１つで温室効果ガス)の蒸散量を低減するために、潤滑剤塗布

装置内の液温及び製造エリアの室温下げ調整等に取り組ん

でいます。それにより溶剤の蒸散量を抑制しました。

0

20,000

40,000

60,000

〔ｔ‐CO2〕

〔 年 〕

大気排出量の推移

①製造設備の効率化

記録メディア製造工程の歩留まり改善やライン稼働率の

向上を図ることにより、エネルギー当たりの生産量増加に

継続的に取り組んでいます。

廃棄物削減

記録メディア・基板製造工程の排水を処理することで汚泥が

発生します。汚泥の削減のため、排水処理方法の検討を行い

廃棄物発生量の抑制に取り組んでいます。

また、廃プラスチック類の分別を継続的に行うなど、廃棄物

の有価物化に積極的に取り組み、廃棄物発生量の削減に努

めています。

廃棄物発生量が目標未達であったのは、アルミ基板増産に

より、基板製造工程からの排出量が増加したためです。

〔 ７．地球温暖化対策、8.廃棄物対策における活動期間は、２０２２年４月１日 ～ ２０２３年３月３１日 〕

（注：本社のみの値）

使用量(原油換算) 10,018 ㎘ 10,641 ㎘

ＣＯ２排出量 20,083 t-CO2 22,199 t-CO2

目標
(2021年度実績)

実績

目標
(2021年度実績)

実績

総発生量 828 t  1,412 t  

廃棄物発生量 645 t  645 t  

有価物量 180 t  180 t  

一般廃棄物(事業系) 3 t  3 t  
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当社は大気汚染防止法に関連する設備として、空調用のボイ

ラー、吸収式冷凍機のばい煙発生施設を設置しています。

大気汚染防止法に基づく定期測定の結果、大気への環境負荷

物質の排出量は法規制値を大幅に下回る低い水準で推移してい

ます。

9 ．環境に関わる法規制の順守状況

大気関係

各機器では、最適な燃焼効率となるように適宜調整を

行っています。また、冬期間は外気を活用したフリークー

リングシステムを積極的に利用することで吸収式冷凍機

運転停止による、ばい煙発生の抑制に努めています。

・ばいじん： ばい煙の一種で、すすや燃えかすの

固体粒子状物質。

・硫黄酸化物：石油や石炭などの化石燃料を燃焼

するときに排出される物質。

ソックス（SOx）ともいう。

・窒素酸化物：光化学オキシダントの原因物質で硫

黄酸化物と同様に酸性雨の原因とも

なっている物質。

ノックス（NOx）ともいう。

煙道のばい煙濃度計により、常時ばい煙の状態を
監視しています。

硫黄酸化物の濃度を抑制するために、燃料中の
硫黄成分が少ないＬＳＡ重油を使用しています。
※ＬＳＡ重油：Ｌｏｗ Ｓｕｌｆｕｒ Ａ重油

燃焼温度を管理し窒素酸化物の濃度を適正に
管理しています。



当社の工程からの排出水は、全て社内の処理施設にて

処理を行っています。処理した排水を工場敷地外に排出す

る際は、最終放流桝のｐＨセンサーにて常時監視を行い、

水質基準に合わない水を流出させないようにしています。

水質関係

・ｐH：水溶液の酸性・アルカリ性の程度をあら

わす単位。（中性はｐH７．０）

水質汚濁防止法の法規制値より厳しい山形県の条例基

準値を順守すべく、更に厳しい自主基準値を設定し、排出水

の水質を管理しています。また、水質汚濁防止法に基づく定

期測定の結果、水質関係の各測定値は法令基準値を下回

る低い水準で推移しています。

・ＢＯＤ：水中の有機物が微生物の働きによって

分解されるときに消費される酸素の量の

ことで河川の有機汚濁を測る代表的な

指標。

・ＳＳ：水中に浮遊している直径２mm以下の粒子

状物質。縣濁物質とも言う。

各排水処理施設の最終段階で更にｐＨ調整を
行い放流しています。

流動接触槽による生物活性処理を行い、ＢＯＤの
低減をはかっています。
また、製造のプロセス設計の段階から工程排水
のＢＯＤを低減するようにしています。

排水処理工程にて、凝集沈殿、砂ろ過等により
浮遊物質の除去を行っています。

－10－



10．労働安全衛生

３．労働災害の状況

・２０２２年度は、休業・不休業災害とも「ゼロ」でした。

・無災害労働時間（２０２３年３月現在社員と協力企業の合計） ３６１万時間 （本社） ３８９万時間 （基板工場）

１．活動方針

・労働安全衛生マネジメントシステムの継続的な改善による労働災害防止に努めます。

・労働安全衛生に関する法令、規制を順守すると共に、社内規程を順守します。

・従業員の健康保持・増進を図ります。

労働安全衛生活動

２．年間重点実施事項

（１）安全関係

・リスクアセスメントを活用した安全衛生活動の徹底

・職場巡視の定期実施及び指摘事項の改善

（２）衛生関係

・健康診断結果に基づく事後措置、保健指導の実施

・ストレスチェック調査結果に基づく改善支援

・昭和電工グループ「健康保持・増進プラン２０２１」取り組みの継続

－11－

『 安全意識の向上として危険体感設備の充実と
リマインド教育を実施 』 について

２０２２年７月に脚立ぐらつき体感、ヘルメット・安全靴挟まれ体感、

感電の３つの新規設備を導入し危険体感設備（全１１設備）の充実を

行いました。この導入の機会に、レイアウトの見直しを行い、説明資

料・写真を追加掲示し、より記憶に残る教育になるよう工夫しました。

また教育の際は、講師の実体験や様々な事例、法令情報、保護具の

重要性を説明に多く取り入れ、“従業員一人ひとりに労働災害を絶対

起こさせない”という強いメッセージを発信することを意識し、１１月か

ら全従業員を対象に教育を開始しました。

・リマインド教育実績 ３８８名 （ 社員１９７名、協力企業１１７名 ）

・2022年に追加した危険体感設備

保護具の重要性

転落事故の重篤性

目に見えない危険性、汗による

皮膚の接触抵抗の変化

基板工場の取組み

2号門声掛け運動

安全週間の行事の一環として、経営職層、安全担当及び

協力企業管理者による朝の声掛け運動を行っています。

「ご安全に！」の挨拶や「指差呼称」よる安全意識の定着

やコミュニケーションを図り、安全第一を啓蒙しています。

安全行動10則の唱和

「安全は全てに優先する」、「すべての災害は防ぐことが

できる」を、強く信念に持ち、安全行動10則の唱和を

毎朝、経営職層による声掛けから、従業員全員にて、指

差呼称唱和を実施しています。
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『健康だより』の定期発行

11．心と身体の健康づくり

『健康づくり ・私のチャレンジ90』の取り組み

健康をおびやかす生活習慣病が深刻化するのは、働き盛りである

４０歳代以降ですが、そのリスクは２０～３０歳の頃から蓄積されてい

きます。健康でいきいきと元気に働くためには、日頃の健康づくりと

健康管理に取り組むことが大切です。健康管理室では身体と心の健

康のために必要な健康情報を提供し、健康意識を高めていくために

毎月１回「健康だより」を発行しています。

今後も健康づくりに有効で健康管理に役立つ、興味深い情報提供を

行っていきます。

当社では２０２０年より健康づくりの取り組みとして「健康づくり・

私の健康チャレンジ９０」を実施しています。心身ともに健康で活き

活きと働くためには健康基盤を形成することが大切です。健康診

断前３か月間を「健康意識を改善するための取り組み期間」と位

置づけ健康な生活習慣を体得し健康づくりの意識定着につなげて

います。右に示す“健康づくり ”『私のチャレンジ90宣言書』を用い

て自身の健康づくり（生活習慣改善）の目標を宣言します。９０日

すべて活動を実施するとサクラの木が満開になる仕掛けをしてお

り、健康的な生活習慣を体得すると同時に健康診断で目標達成

の意欲向上をねらっています。今後も「自分の健康は自分で守る」

という健康意識を高めて生活習慣病の予防と改善策について取り

組んでいきます。

当社では２０１５年より日頃の運動不足解消と運動習慣の定

着化を図るために社内運動を実施してきました。コロナ禍で一

時中断してましたが２０２３年１月より社内運動を再開し、昼食

後15分間に一斉に実施しています。外部の健康運動指導士の

指導を受けながら有酸素運動と筋トレを合わせた効果的な運

動を体力の維持と筋力強化を目標に取り組んでいます。参加

者も意欲的に取り組んでおり、業務の活性化につながっていま

す。 今後も従業員のヘルスリテラシー（健康意識）を向上させ

るために、健康増進と生活習慣病の予防改善のために社内の

健康づくりに取り組んでいきます。

社内の健康づくり 『社内運動』の取り組み
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12．社会との関わり

献血への協力

山形県内では輸血用血液製剤の需要が増加しています。その

ため毎年、東根市の協力依頼を受け、日本赤十字社の血液事

業（献血）に協力しています。構内で移動献血車による献血を年

２回実施しており、毎年４０名程が献血に協力しています。

これからも、日頃の体調管理に気を配り私たちの血液を１人で

も多くの方に役立てていただけるよう、協力してまいります。

出前授業

２０１３年２月１３日、２月１６日 前年に引き続き県内の創学館高

校 情報メディアコースの２年生（７６名）を対象に出前授業を実施し

ました。これは産学連携事業の一環で「ハードウェア技術」単元の

補助記憶装置の実習として、ハードディスク（メディア）製造でグロ

ーバルに活躍する地元企業の当社より高度な専門的知識と技術

について学ぶことを目的としています。

講義では、開発部の担当者が講師となり「ＨＤＤの構造と技術、

ＨＤメディアの製造プロセス、ＨＤＤの分解実習 等」についてＨＤＤ

の概要や磁気記録の概念、ＨＤメディアの高度な成膜技術や研磨

技術等を分かり易く丁寧に説明しました。冒頭に行った記憶容量

の単位（メガバイト→ギガバイト→テラバイト…）をどこまで知ってい

るか？の質問では、 ヨタバイトまで知っている生徒もいて私達も驚

かされました。

本出前授業を通じて、ＨＤメディアにおける高度技術、高品質、魅

力を伝えるとともに、地元山形県東根市で、当社が技術と品質で

世界と戦うグローバル企業であることを認識してもらえたと思いま

す。

昨年、同校から当社初となる高校生を採用しました。今後も社会

貢献活動および採用活動の一環として、本活動を通じて、尚一層

地域との強固な関係を深めていきたいと思います。

『アルミ缶リサイクル活動実績』

当社ではアルミ缶リサイクル活動を推進しています。従業員

が家庭等で出た使用済みアルミ缶を持ち寄り、社内に設置した

回収ＢＯＸに入れます。

２０２２年の活動実績は以下のとおりです。

・回収缶数：３７，９１２缶

・回収重量：６７６㎏

・収 益 金 ：６２，３５３円

収益金は東根市社会福祉協議会に全額寄付しました。
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『２０２２オンライン果樹王国ひがしねさくらんぼマラソン大会』への協力

新型コロナウイルス感染拡大の影響により、大会の １年延期が発表され

代替大会としてＧＰＳトレーニングアプリ「ＴＡＴＴＡ」を使用したオンライン

マラソンが実施されました。

内容としては６月４日～６月２６日の開催期間中に自宅近辺等の好きな

場所を走り、その累計距離で各自の目標距離達成を目指すものでした。

通常コース３，７００名 東根満喫コース３００名

そのため、残念ながら毎年協力していた好評の『冷たいタオルの提供』は

行えませんでした。

『優良安全運転管理者』として表彰

山形県下一斉に交通安全県民運動への継続的な協力と従業

員の交通安全順守状況が評価され、当社安全運転管理者の木

村さんが、山形県警察本部長・山形県安全運転管理者協議会

長から、功績を表彰されました。 （２０２２年１０月１３日）

これは２０２１年の村山警察署・村山地区安全運転管理者協

議会からの功労彰を受賞に続く栄誉ある表彰です。

東北経済産業局から『エネルギー管理優良工場』で表彰

エネルギー管理指定工場としての適切な管理と省エネルギー

施策の不断ない実行により、２０１５年のクラス分け制度創設以

来７年間継続して、エネルギー管理指定工場クラス分け評価で

Ｓクラスの評価を受けているなどの理由で、東北経済産業局長

から表彰されました。 （２０２３年２月２１日）

基板工場周辺の一斉清掃を年2回定期的に実施し、良好な

景観の維持に努めています。

今後も、事業所周辺の清掃活動を継続的に実施するととも

に、地域の清掃活動にも積極的に参加し、地域貢献・周辺環

境整備に努めてまいります。

事業場周辺清掃活動への参加（基板工場）
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13．従業員との関わり

入社式

２０２２年４月１日、昭和電工HD山形㈱では２名の新入社員を迎え

ることができました。入社式では青木事業所長から祝辞と共に期待

の言葉が贈られました。

初日から５日間は人事主催の共通研修を実施し、最終日には研修

発表が行われました。所属長をはじめ関係者を前に研修で学んだこ

とを発表している姿には成長が感じられました。６日目以降は職場実

習が行われています。

これからも研修や実務を通して大勢の人と関わり、さまざまなことを

学んでもらいたいと思います。

『交通安全県民運動』への協力

春と秋に山形県下一斉に交通安全県民運動が展開されます。

当社でも従業員向けに夕暮れ時と夜間の歩行中、自転車乗用

中の交通事故防止推進や、道路横断時・交差点における交通

事故防止などの交通安全啓発活動として、交差点と正門で交

通安全指導を行いました。

・春の交通安全県民運動 （２０２２年４月 ６日～４月１５日）

・秋の交通安全県民運動 （２０２２年９月２１日～９月３０日）

環境に著しい影響を及ぼすおそれのある環境関連施設に

おいて緊急事態対応訓練を実施しています。

タンクローリーにて回収している廃液の漏洩対応訓練を当

社受入担当者、タンクローリーの運転手の協同で実施しまし

た。あらゆる気象条件下においても迅速かつ適切に対応で

きるように、訓練を実施しています。

緊急事態対応訓練の実施（基板工場）
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14．新型コロナウイルス感染予防対策

２０２０年２月から事業場内でのマスク着用を義務化し、社員

はもとより、協力企業従業員や来場者にもマスクを配布して着

用してもらうことを徹底しています。

また、場内の各所に手指消毒剤を設置し、随時消毒できるよ

うにしています。

これらの対策は、現在も継続していますが、感染状況により

随時、見直していきます。

マスク着用義務化、手指消毒の励行

事業場内でのマスク着用の義務化と合わせて、社員はもとよ

り、協力企業従業員や来場者の検温管理も実施しています。

社員は、検温結果を自社製のＷｅｂシステムに登録し、所属

長や管理部門で確認できるようにして、場内での蔓延防止に活

用しています。

外部からの来場者も、受付の際にサーモカメラを用いて体温

を計測し、発熱している方には入場をお断りする等の対策を実

施しています。

検温管理の徹底

万が一、感染者が発生した場合にクラスターを回避するため、

事業場内での『３密回避策』を徹底しています。

①テレワークの導入

エンジニアやスタッフなど、在宅勤務（テレワーク）が可能

な職種の従業員に対しては、情報セキュリティー対策を強化

したうえで、自宅などからオンラインで業務が行える体制を

整えています。

②社員食堂の分散使用と座席レイアウトの変更

昼食時の社員食堂の３密回避のため、お昼休みの時差

休憩を見直しました。打合せ時間に制約がでるなどの多少

の不便はありますが、混雑することなく食堂が利用できるの

で３密回避につながっています。

また、座席は一人ひとりの間隔を空けるため１テーブル１

席とし、すべて窓に向けて横並びに配置することで、感染リ

スクの低減を図っています。

３密回避策の徹底
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